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「
岩
見
沢
駐
屯
地
創
立
７
１
周
年
及
び
第
１
２

施
設
群
創
隊
４
９
周
年
記
念
行
事
」 

 
 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
山
下
１
佐
・
司
令
）
は
令
和

６
年
１
０
月
１
２
日
（
土
）
・
１
３
日
（
日
）
の

２
日
間
を
も
っ
て
岩
見
沢
駐
屯
地
創
立
７
１
周
年

及
び
第
１
２
施
設
群
創
隊
４
９
周
年
記
念
行
事
を

挙
行
し
ま
し
た
。 

１
２
日
（
土
）
に
は
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
前
夜
祭

（
祝
賀
会
食
）
の
場
を
設
け
協
賛
団
体
代
表
者
の

挨
拶
に
始
ま
り
数
多
く
の
ご
来
賓
か
ら
の
ご
祝
辞

を
頂
き
駐
屯
地
司
令
の
謝
辞
の
後
、
乾
杯
と
な
り

ま
し
た
。
会
食
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
岩
見

沢
駐
屯
地
の
歴
史
あ
る
写
真
が
パ
ネ
ル
で
掲
示
さ

れ
た
会
場
で
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
懇
談
を
し

部
外
協
力
団
体
関
係
者
等
と
隊
員
の
親
睦
及
び
信

頼
関
係
を
深
め
ま
し
た
。 

 

１
３
日
（
日
）
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
長
年
に

わ
た
り
駐
屯
地
に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂

い
て
い
る
協
力
諸
団
体
の
方
々
に
、
駐
屯
地
司
令

よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

式
典
に
は
、
自
衛
隊
協
力
会
岩
見
沢
隊
区
連
合

会
会
長
の
岩
見
沢
市
長
（
松
野 

哲
氏
）
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
駐
屯
地
営
庭
で
の
観
閲
式
・
音
楽
演

奏
（
第
１
１
音
楽
隊
）
・
観
閲
行
進
・
迫
力
あ
る

訓
練
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。
敵
の
地
雷
原
を
処

理
す
る
施
設
科
隊
員
の
行
動
や
、
装
甲
車
の
機
動

力
に
来
場
者
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し

た
。 
 

ま
た
そ
の
他
の
ブ
ー
ス
で
は
、
装
備
品
展
示
、

Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
・
戦
車
試
乗
、
施
設
機
械
操
作
体
験

（
バ
ッ
ク
ホ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
、
売
店

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
）
、
美
術
展
等
を
実
施
し
て

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
約
１
７
０
０
人
の
ご
来
場
者
で
大
盛

況
と
な
り
、
「
訓
練
展
示
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
」
「
出
店
が
充
実
し
て
い
た
。
」
「
施
設

機
械
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
の
体
験

が
面
白
か
っ
た
。
」
等
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
岩
見
沢
駐
屯
地
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
「
信

頼
」
さ
れ
る
駐
屯
地
を
目
指
し
、
日
々
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。 

 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

藤
原 

恒
雄 

様 

訓練展示 
前夜祭（祝賀会食） 

岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会 

升
元 

貢 

様 
 

 

社
会
福
祉
法
人
ゆ
あ
み
会 

様 

岩
見
沢
募
集
相
談
員 

睦
会 

木
村 

光
宏 

様 

防
衛
日
報
社 

河
合 

恵 

様 

岩
見
沢
駐
屯
地
友
の
会 

中
村 

良
臣 

様 

売店・キッチンカ― 

駐屯地美術展 バックホーシミュレーター 音楽演奏（第１１音楽隊） 装備品展示 

９０式戦車試乗（第１１戦車隊） 

観閲行進 整列する部隊 

駐屯地司令 式辞 巡 閲 



 第１２施設群長（群長・山下１佐）は、令和６年６月２８日（金）から７月５日（金）までの間、
「令和６年度第１２施設群訓練検閲」を南恵庭駐屯地、北海道大演習場、紅葉山演習場及び美唄演習
場で受閲しました。  
２５日（火）岩見沢駐屯地にて、第１２施設群及び第２直接支援中隊は、群訓練検閲出陣式を実施し、
群の各中隊長は、決意表明の中で検閲に対する意気込みを語りました。 
  その後、最先任上級曹長（西原准尉）の勝どきにより「妥協のない基本基礎の確行」「徹底的な安
全管理」を全員で復命復唱しました。 
  ２８日（金）群は隊容検査を行い、任務・教令の理解度、装脱面動作、野外衛生、各種射撃動作等
を確認し、検閲に対する全隊員の士気の高さを再確認しました。 
  群長は訓示において「生き残って任務を完遂しよう」そのために、①敵を意識しよう。②地上戦の
特性を理解しよう。③安全管理・健康管理を徹底しよう。の３点を要望し、前回の検閲受閲以降２年
間積み上げてきた訓練成果をここで発揮しようと述べ、隊員の士気を高揚させました。 
  
 
 
 
 
 
  
隊容検査終了後、群は岩見沢駐屯地を出発し、重要防護施設の防護任務のため、各地域へ前進し、警
備施設を構築して不審者、ドローン等の警戒及び対応を実施しました。 
  ７月１日（月）北海道大演習場（島松地区）へ転進し昼間に欺集結地を占領し、各中隊は指揮所や
歩哨壕のデコイを構築したのち夜間に真集結地を占領しました。 
  その後、群本部は特大型トラックを機動指揮所として立ち上げ、移動しながら敵からの秘匿に努め
るとともに、その他、固定指揮所の運営を実施しました。 
  本部管理中隊は段列機能の維持運営を実施し、各中隊合同の炊事班では野外炊具で作る食事がとて
も美味しく、隊員の胃袋を満たし士気を高揚させました。 
  第３９８施設中隊は第１８普通科連隊の直接支援、第３９９施設中隊は第１１戦車隊の直接支援と
して、主に障害を構成し、欺障害を混在させるとともに施設的見地から関係部隊と連携し任務を遂行
しました。 
 

第
４
０
０
施
設
中
隊
は
、
全
般
支
援
と
し
て
、
へ
リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
、

０
７
式
機
動
支
援
橋
の
架
設
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

群
は
群
長
を
核
心
と
し
て
、
全
隊
員
が
一
致
団
結
し
、
い
か
な
る
状

況
に
あ
っ
て
も
常
に
敵
を
意
識
し
、
高
い
練
度
を
発
揮
し
て
与
え
ら
れ

た
任
務
を
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

群
は
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
訓
練
を
重
ね
、
自
衛
隊
の
使
命
で
あ
る
、

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
べ
く
訓
練
に
精
進
し
て
行
き
ま
す
。 

 

重要防護施設の 
防護任務 

機動指揮所での作戦会議 
障害構成 

（第３９８施設中隊） 

食事を配食する隊員 
（本部管理中隊） 

作戦会議 
（第３９９施設中隊） 

０７式機動支援橋 
（第４００施設中隊） 

軽門橋 

防護マスク装脱面動作の確認 

８４R R 射撃動作の確認 



令和６年度群持続走競技会 

 「いわみざわ百餅祭りを支援」 
第１２施設群（群長・山下１佐）は令和６年９月１４日（土）・１５日（日）、岩見沢市観光協会が
主催する「いわみざわ百餅祭り」を支援しました。 
 いわみざわ百餅祭りは直径２．２ｍ、重さ５．５ｔの世界最大級の大臼を用いた餅つきが魅力的な
祭りで、今年で４２回目の開催となりました。 
 今回祭り支援を担当した第４００施設中隊は、クレーン作業での櫓の構築を実施し、本部管理中
隊・第３９８施設中隊及び第３９９施設中隊は、二日間にわたりお汁粉の作成を実施しました。お汁
粉は、野外炊具２号(改)で約１２００名分を作成し、大臼でついた餅と一緒に無料配布され、多くの
お客様に堪能していただきました。 
 今後も地域との理解を深め、積極的に祭り支援等を継続していきます。 

い
わ
み
ざ
わ
百
餅
祭
り
を
支
援 

 

「
令
和
６
年
度
群
持
続
走
競
技
会
を
実
施
」 

第
１
２
施
設
群
（
群
長
・
山
下
１
佐
）
は
令
和
６
年
９
月
２
１
日
（
土
）
、
岩
見
沢
駐
屯
地
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
群
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
岩
見
沢
駐
屯
地
内
の
コ
ー
ス
（
３
㎞
）
を
疾
走
し
、
体
力
検
定
に
準
じ
て
個
人

の
タ
イ
ム
を
点
数
化
し
、
中
隊
の
平
均
点
に
よ
り
順
位
を
決
定
す
る
規
定
で
実
施
し
ま
し
た
。 

各
中
隊
は
日
々
の
訓
練
や
業
務
が
あ
る
中
、
零
細
時
間
や
課
業
外
を
活
用
し
、
優
勝
を
目
指
し
て

中
隊
一
丸
と
な
り
持
続
走
の
練
成
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
及
び
隊
員
家
族
に
競
技
会
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
「
隊
員
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
姿
は
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
感
銘
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

競
技
会
終
了
後
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
隊
員
食
堂
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

結
果
は
、
優
勝
が
第
３
９
９
施
設
中
隊
、
準
優
勝
が
本
部
管
理
中
隊
で
、
個
人
総
合
で
第
１
位

に
第
３
９
９
施
設
中
隊
高
沢
２
曹
、
第
２
位
に
第
３
９
８
施
設
中
隊
茨
木
士
長
、
第
３
位
に
同
じ

く
岩
井
３
曹
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

群
は
、
今
回
培
っ
た
気
力
・
体
力
を
引
き
続
き
維
持
・
向
上
さ
せ
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
団
結

力
と
士
気
を
更
に
高
揚
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

個人表彰 
総合 

疾走する隊員 

応援する隊員及び 
隊員家族 

上り坂を激走 スタートの様子 

応援する 
駐屯地モニター 

優勝中隊：第３９９施設中隊 

駐屯地モニターとの会食 

個人表彰 
年代別・女性隊員の部 

餅まきの様子 

クレーンを操作する隊員 お汁粉の作成① お汁粉の作成② 

櫓構築（足場の組立） 櫓構築（屋根の取付） 



隊 友 会 だ よ り 

 隊友会岩見沢支部は９月２６日（木）の早朝、駐屯地の実施する秋の交通安全運動（９月２１日～１０月４日）にち
なみ、岩見沢駐屯地前にて部隊と合同で「旗の波作戦」に参加しました。 
支部長以下８名の隊友会員は、岩見沢駐屯地正門前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊員とともに、通過する
車両に交通安全を呼びかける黄色の「交通安全旗」の旗をかざして交通安全の啓発を行いました。本行事は全国的な交
通安全運動の実施に基づき、岩見沢駐屯地が行っているものです。 
 約３０分間、年齢７１歳から７６歳までの隊友会員は元気に旗をはためかせ、通行した車両約１５０台の中には笑顔
で応えるドライバーがおり効果のある運動となったものと思われます。支部は、本行事を通して岩見沢駐屯地とともに
今回運動の重点である「飲酒運転根絶」・「夕暮れ以降の早めのライト点灯」・「ハイビームの活用」の向上に寄与す
ることができました。                                        

岩見沢駐屯地の実施する秋の交通安全運動への参加 

 岩見沢支部は残暑厳しい中の９月７日（土）朝、岩見沢神社境内にて祀ら
れている「忠魂碑」と旧日本海軍の鎮魂の碑「錨」の参拝と清掃を行いまし
た。 
 当神社の「忠魂碑」は、日清・日露戦争から太平洋戦争までの戦死した英
霊を顕彰している碑で、戦後から岩見沢神社内で祀られているものです。 
 又、隣接して建立されている「錨」は旧日本海軍が使用した錨で海自大湊
基地に保存されていたが、平成３年８月に海友会（岩見沢海自ＯＢ会）が記
念事業として当神社に海軍鎮魂の碑として奉納したものです。 
 支部長以下の６名の役員と支部協力者２名（女性）の８名をもって汗を流
しつつ清掃を行い、最後に参拝を実施して神社での活動を終了しました。 
 活動した時間は約５０分弱の時間ではありましたが、清掃活動を通じて二
つの碑の前に先人の労苦に思いを馳せるとともに、哀悼の誠を捧げることが
できました。 

岩見沢神社内の慰霊碑への参拝・清掃を実施               

 岩見沢支部は初秋の暖かさのある９月２１日（土）午後、市内パークゴルフ場にて隊友１２名、駐屯地隊員５名を
もって、パークゴルフ大会を開催しました。今回優勝者は開藤氏(支部事務局長)で、初の優勝となりました。又、本大
会では現職から４名の参加を頂きました。昨日までの真夏日の暑さが和らいだお陰もあり、プレーに熱中、全員汗だく
になりながら実力を遺憾なく発揮していました。 
 ゴルフの後は、近傍の温泉施設で汗を洗い流すとともに懇親会に移行しました。懇親会では駐屯地司令以下指揮官幕
僚等７名の参加を頂き、表賞式・懇親会は一層盛り上がり盛会となりました。部隊の現状、個人の近況報告などの話に
夢中、２時間はあっという間に過ぎてしまいました。今後の支部行事、駐屯地行事への参加を誓い合いお開きとなりま
した。 
 なお、群では午前中、全員参加の持続走競技会があり、それにも関わらず本行事に参加された現職９名の方の体力・
気力の強靭さを感じさせてくれました。 

支部親睦パークゴルフ大会の開催               

神社清掃参加者集合写真 

懇親会参加者集合写真 懇親会にて挨拶する群長 プレー開始時の集合写真 

「旗の波作戦」参加者集合写真 
駐屯地前を走行する車に旗を

もって啓発する隊友 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

松 浦  淳 一 

エックス インスタグラム ホームページ 

岩見沢駐屯地の活動や訓練、イベント情報などを随時更新しています。 

是非ご覧になって下さい。 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 
代表取締役 五十嵐 一朗 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 



昇 

任 

３９９施中 山崎３曹 
本管中 沙野加士長 
長男 悠（ゆう）くん 

R６．６．２１生 
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３９９施中 小﨑３曹 
妻 保稀（ほまれ）さん 

R６．１０．１０入籍 

２直支中 東３曹 
妻 聡美 （さとみ）さん 

R６．７．１３入籍 

修業成績優秀者 
第５旅団レンジャー帰還 

３９９施中 冨所２曹 
長女 莉茉（りま）ちゃん 

R６．８．２９生 

第３９９施設中隊 
岡３曹 

レンジャー帰還行事 第３９９施設中隊 

第３９８施設中隊 
吉田３曹 

小﨑３曹 平野士長 

ー新隊員後期教育ー 
指導部としての功績 

ー在日米陸軍司令部等隊付研修ー 
体力検定優秀 


